
2019～2020年度 R Iテーマ 

【第1498回例会次第（2020年3月第1回）】 

１. 開会点鐘                   

２．「君が代｣「奉仕の理想」斉唱 

  ｢四つのテスト｣唱和 

３．来賓及びビジター紹介 

４．会長挨拶 

５．ＳＡＡ報告 

６．幹事報告         

 Ａ．例会変更のお知らせ          ビジター受付 

    米子RC………3/13(金)休会   なし 

    境港RC………3/17(火)休会   なし 

    米子東RC……3/18(水)休会   なし 

    米子中央RC…3/19(木)休会   なし 

    米子RC………3/20(金)休会   なし 

    境港RC………3/24(火)夜間例会  あり 

    米子RC………3/27(金)職場訪問例会  あり 

    境港RC………3/31(火)休会   なし 

 Ｂ．その他 

７．委員会報告 

 Ａ．親睦・出席委員会 

    出席報告・ファミリーの日・会員誕生日・ 

    事業所創立記念日・スマイル発表 

 Ｂ．その他 

８．閉会点鐘 

 

  

 

     

No．1456 

【第1497回例会記録(2020年2月第3回）】 

日時：2020年2月17日（月) 12：30～ 

会場：ＡＮＡクラウンプラザホテル米子 

出席率  69名[内免除8名] 中 42名 68.85％ 

米山ＢＯＸ １，２４１円(累計 ７２，４２５円） 

RI会長 :ﾏｰｸ･ﾀﾞﾆｴﾙ･ﾏﾛｰﾆｰ(米国) 地区ｶﾞﾊﾞﾅｰ: 古瀨俱之（出雲中央RC） 

 会長：坂本高司 幹事：田中康裕 雑誌･会報：杉村忠輔  

ロータリーは世界をつなぐ 

日時：2020年3月2日(月）12:30～ 

会場：ＡＮＡクラウンプラザホテル米子 

日 時 第 回例会 内 容 場 所 

3月 9日(月) 中止   

3月15日(日)  中止 

 

  

3月30日(月) 中止 

 

  

4月13日(月)12:30～13:30 第1499回 

(4月第1例会） 

卓話「環日本海時代における西の拠点港へ」 

  境港管理組合港湾管理委員会事務局長 森田豊充 氏 

ＡＮＡＣＰ 

ホテル米子 

 今後の米子南RC例会 

〈3月〉水と衛生月間 

お 知 ら せ      

･3/ 2(月)13:10～ 定例理事会 

         ANAクラウンプラザホテル米子 

･3/ 7(土)     会長エレクト研修セミナー 

         ANAクラウンプラザホテル岡山 

･3/9(月),15(日),23(月),30(月) 例会休会         

･4/ 5(日)13:30～ 第1･第2グループ合同ＩＭ 

         ANAクラウンプラザホテル米子 

･4/ 6(月)     例会休会       

･4/ 6(月)11:30～ 定例理事会 

         ANAクラウンプラザホテル米子 

･4/ 6(月)12:30～ 新旧クラブ協議会 

         ANAクラウンプラザホテル米子 

スマイル 

 坂本高司会長…先週の５RC合同例会大盛況にて終える

ことが出来ました事に感謝申し上げます。 



【午輪句会講評】 三保文嗣 

 第１２０回午輪句会にて互選された句を三保文嗣会員から紹介していただきまし

た。 

■「行く年や持ち越すことの多かりし」 坂口千丘 

 大晦日の夜、うれしいこと、つらいこと、さまざまな思いを振り返り、令和元年

から令和２年への時のうつろいをしみじみと感じさせる句。 

■「火柱と笑顔笑顔のとんど焼」 福井龍介 

 とんど焼きで燃え上がる赤い火、立ち上る白い煙、もちなど焼く匂いを五感の全てで感じながら笑顔

で集う人々の姿を感じさせる句。 

■「馬革のジャケット羽織り鉄馬往く」 廣谷栄一 

 馬革のジャケットを颯爽と着こなし、大型オートバイで駆け抜ける詠み手の姿が目に浮かぶ句。 

■「寒稽古静けき朝の弦音かな」 鹿島康裕 

 寒稽古の弓を弾く音、矢が飛ぶ音、的を射る音が冬の冷たい空気を裂いて聞えてくる句。 

■「風吹かば四方に八雲に神の旅」 前田壽美 

 風の冷たさを感じる１１月、全国の神々が出雲に集まる山陰ならではの情景を読んだ句。 

■「三味の音も未だ不揃い初稽古」 三保文峰 

 １月、三味線の初稽古の少し揃っていない音に、詠み手の仕上げなければならない事を重ねた句。 

■「土器に御神酒なみなみ拝賀式」 坂本胡兆 

 １年の弥栄を願う拝賀式の正月らしいおごそかな情景を詠んだ句。 

■「小鳥二羽止まりて遊ぶ実南天」 佐々木博正 

 庭の南天の木に小鳥が二羽戯れ、緑の葉に見え隠れする赤い実の鮮やかさを詠んだ句。 

■「雪の無き山々闇に沈みをり」 鶴田和風 

 夕闇に沈みゆくいつもと違う雪の無い大山に、雪があればと願う気持ちを詠んだ句。 

■「寒晴や棚引く雲の二つ三つ」 中村夢窓 

 どこまでも青い空と白い雲の鮮やかなコントラスト、冬の冷たい空気を感じさせる句。（敬称略） 

（佐藤城 記） 


